
安全上のご注意 （安全のために必ずお守りください）

取り付け前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください｡

●お守りいただく内容の種類を、次の絵
　表示で区分し、説明しています。

●この説明書では製品を安全に正しく取り付けていた
　だき、お客様や他の人々への危害や財産への損害を
　未然に防止するために、いろいろな表示をしていま
　す。その表示と意味は次のようになっています。

警告
この表示を無視して、誤った取扱い
をすると、人が死亡または重傷を負
う可能性があることを示しています。

注意
この表示を無視して、誤った取扱いを
すると人が傷害負う可能性または物的
損害を生じる可能性があることを示し
ています。

表　示 意　味

クリーンドライ（高速両面タイプ）　 型・ 型

施工説明書

警　告

禁止

分解禁止

水場使用禁止

必ず行う

警　告

絶対に分解したり、修理・改造は行わない。
火災や感電、けが、故障の原因になります。

電源には漏電遮断器を取り付ける。
故障や漏電の際に、感電するおそれがあります。

電源コードは、定格仕様の物を使用し確実に接続する。
不十分な接続は火災の原因になります。

電気工事は｢電気設備に関する技術基準｣、｢内線規定｣および施工説明書に
従って、電気工事士の資格を持った方が行う。
不確実な接続をすると、端子部が発熱し、火災のおそれがあります。

製品の機能が十分発揮されるように、この説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。取り付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。
製品にはお客様用として、取扱説明書（保証書付き）が同梱されています。工事完了後は必ず付属の保証書に、店名および取付日などを記入してこの施工説明書と一緒にお客様にお渡しください。

注　意
本体は十分強度がある平らで垂直な壁面に確実に取り付ける。
落下してけがをしたり、破損するおそれがあります。

屋外や浴室など湿気が多い場所や直接水のかかる場所には取り
付けない。
火災や感電、漏電、故障の原因になります。

電源にコンセントを使用する際は、必ず定格仕様のコンセント
を単独で使用する。
（施工方法 ３－３　コンセントプラグ使用時の施工方法 を参照してください）
他の機器と併用するとコンセントなどが発熱し、火災の原因になります。

お願い

製品の底部を下にして置かないでください。また、壁面に取り付ける前に、
側面カバーや水受けトレイを組み付けないでください。
破損するおそれがあります。

製品を箱から取り出す場合は、側面の開口部を持って取り出してください。

製品底面から下方１０ｃｍ以内に物を置かないでください。
また、凹凸のある壁面には取り付けないでください。
本体動作時、吸気の妨げになり製品の機能が十分に発揮されないおそれがあります。

腐食ガスや可燃性ガスなどの雰囲気中には取り付けない。
火災や漏電、故障の原因になります。



型・ 型
クリーンドライ（高速両面タイプ）

取扱説明書 保証書付き

施工説明書

クリーンドライ（高速両面タイプ）　 型・ 型

部品の確認および各部のなまえ

ク
リ

ン
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ラ
イ
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ベースプレート 取付ねじ 取扱説明書（保証書付き）

本体内部

設置完成図

使用方法ラベル施工説明書

ベースプレート引掛け穴

電源端子台

※ヒーター有仕様の場合
〈表面カバーを外した状態〉

吹出ノズル

本体ケース

表面カバー

電線引込み口

側面カバー（左）

フィルター
ケース

センサー部

側面カバー（右）
フィルター

スイッチ部

水受けトレイ

φ × （ 本）

ヒーター入切
スイッチ

風量切替
スイッチ

風量切替
スイッチ

電源
スイッチ

電源
スイッチ

コードクランプ固定部
電源プラグ付きコード
を接続する場合に使用
します。

ヒーター有の場合 ヒーター無の場合



立て置き禁止

本体固定用
ねじ位置

ベースプレート

取付ねじ

床仕上面

スイッチボックス
（現場手配）

男性用
女性用

２ ベースプレートの取り付け

注意

警告

本体は十分強度がある平らで垂直な壁面に確実に取り付ける。
落下してけがをしたり、破損するおそれがあります。

・ベースプレートを取付ねじ（φ × ） 本を用いて、確実に壁面に固定します。
※タイルやコンクリートの壁面に取り付ける場合には、樹脂プラグ（現場手配）など
　を使用して取り付けてください。

スイッチボックスの埋め込みと配線
・スイッチボックス（   ）を壁面に埋め込み、電源線（ Ｖビニル絶
　縁電線、または ケーブルφ またはφ の単線）を配線します。
※ Ｖビニル絶縁電線（より線）の場合、電源端子台（速結タイプ）への接続には、
　絶縁被覆付圧着端子（松下電工製ＷＶ ／ＷＶ ）をご使用ください。

■定格以上の過電流遮断機を単独で設置し、指定の電源を印加してください。

■製品を箱から取り出す場合は、側面の開口
　部を持って取り出してください。
■製品を置く場合は、背面を下にして置いて
　ください。
※立てたり、立て掛けたりしないでください。
　転倒して、製品を傷つけます。

１ー

電気工事は｢電気設備に関する技術基準｣、｢内線規定｣および
施工説明書に従って、電気工事士の資格を持った方が行う。
不確実な接続をすると、端子部が発熱し、火災のおそれがあります。

電源には漏電遮断器を取り付ける。
火災や感電、漏電、故障の原因になります。

ベースプレートの取付穴位置は、床面から　　　　　　　　　　を目安にしてください。

ポイント

施工方法

電源線直結時の施工方法３ ２
〈コンセント使用時は ３ ３ から参照してください〉

上下方向…ベースプレート取付ねじ位置より ｍｍ
左右方向…中心より ｍｍ左側
電源線は壁面から ｍｍ程度出しておいてください。

施工前の注意３ １

■製品を壁面に取り付ける前に、側面カバー
　や水受けトレイを組み付けないでください。
※そのまま持ち上げると、落下によりけがや製品の傷つきの原因になります。

スイッチボックスの埋め込みと配線（つづき）
・スイッチボックスの中心位置は、以下のとおりとしてください。

１ー

男性用
女性用

＋
－
＋
－

＋
－
＋
－

男性用
女性用 ＋

－

製品上端高さ※男女共用の場合は、
　女性用の高さに合わせてください。

※取付ネジの引抜き強度 以上（ ㎏ｆ以上）確保してください。

＋
－

※製品の側方 以内および下方
　以内に障害物のないよう設置ください。

型 型
定格 以上 定格 以上
単相 ± ％ 単相 ± ％

過電流遮断機

電　　　　源

備　　　　考 印加すると故障する 印加すると動作しない

電源線取り出し位置



皮むきの目安電源端子台 連結タイプ

電源線
電源線

取付ねじ

取付ねじ

ベースプレート
（壁に固定）

①
②

①

②

ぐっと奥まで差し込む

裏面へつづく

３ 表面カバーの取り外し ７ 電源線の接続

自動ドア連動ボックス（オプション）を設置する場合は、自動ドア連動用
ハーネス（オプション付属品）を同時に引き込んでください｡　

・表面カバー取付ねじ（φ４×１6）２本を
　取り外します。

８ 表面カバーの取り付け

・表面カバー下部を、表面カバー取付ねじ
　（φ × ） 本で固定します。

４ 電源線の引き込み
・本体裏側の電源線引込み口より
　電源線を引き込みます。

５ 本体の壁掛け
・本体ケースを、先に壁に固定し
　たベースプレートに引掛けます。

６ 本体の固定
・本体ケース下部を取付ねじ（φ × ）
　２本で固定します。

自動ドア連動ボックス（オプション）の接続方法４ 参照

・本体ケースに引き込んだ電源線を電源端子台に接続します。

※ Ｖビニル絶縁電線（より線）の場合は､絶縁被覆付圧着端子（松下電工製ＷＶ
　／ＷＶ ）を使用し電源端子台に差し込んでください。

表面カバーを取り付ける際は、電源線やリード線などをかみ込まない
ようにしてください。

お願い

・本体上部に表面カバーの上部をはめ込み、
　かぶせるようにして取り付けます。

・表面カバー下部を手前に引き、製品上側
　へ押し上げるようにして、表面カバーを
　取り外します。

※タイルやコンクリートの壁面に取り付ける
　場合には、樹脂プラグ（現場手配）などを
　使用して取り付けてください。

曲がった電線使用 差込不足 差込付近の折れ曲がり
悪
い
例









※同梱の取扱説明書と一緒に、必ずお客様にお渡しください｡

試運転

■施工が完了しましたら、以下の方法で試運転を行ってください。
１  電源の投入
・屋内電源のブレーカーを「 」にしてください。
　または電源プラグをコンセントに差し込んでください。

４  動作の確認
・吹出しノズルの間に手を差し込み、風が吹き出すことを確認してください。

５  風量切替スイッチ、ヒーター入切スイッチの確認
・風量切替スイッチおよびヒーター入切スイッチを操作し、モードが切り替わっ
　ているか確認してください。
※切り替え操作は、運転が完全に停止してから行ってください。

※ 型の場合は
　 型と同じ性能に切替できます。基板上のディップスイッチ２を に
　してください。

３  照明の確認
・電源スイッチを入れて照明の点灯を確認してください。
　照明がつかないときは、もう一度、電源スイッチを確認してください。
　照明が点滅しているときは、基板上のコネクターの差し込みを確認してください。
※照明不要の場合は基板上のディップスイッチ１を にしてください。
（照明不要に設定した場合でもエラー時には照明が点滅します。）
※ 型 に 電源を使用すると、照明が点滅することがあります。

２  電源スイッチの投入
　・水受けトレイを外して、電源スイッチを にしてください。

自動ドア連動ボックスを接続した場合は、自動ドアの開閉を含めた一連
の動作を行い、正常に機能しているか確認してください。

試運転のあとは

■工事店様へ
　試運転での動作確認が終了しましたら、同梱の「取扱説明書（保証書付き）」をお客様
　に渡し、製品の使い方について説明してください。

水受けトレイ

６  水受けトレイの取り付け
・水受けトレイの取付方法は、「 ３ ２　１０ 水受けトレイの取り付け」をご覧
　ください。

ヒーター有の場合 ヒーター無の場合

２

同仕様

基板のスイッチ

基板のスイッチ

照明不要の場合

１
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